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ご存じですか？空き家と下水道の関係

大野市文化財保存活用地域計画

全国大会出場おめでとうございます
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公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
も
、

管
が
破
れ
た
ら
汚
水
が
地
中
に 

染
み
込
む
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

経
済
的
、
環
境
的
な
面

か
ら
み
て
も
下
水
道
は

お
す
す
め
だ
か
ら
、
み

ん
な
も
ぜ
ひ
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
を
考
え
て

み
て
ね
！

下
水
道
に
つ
な
ぐ
と
使
用
料
を
払

う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
浄
化
槽
よ
り

お
金
が
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

※１　トイレからの排水だけを処理する浄化槽で、汚濁負荷の高い台所や風呂からの排水は未処理になっていることから、平成13
年４月１日以降の設置は禁止されている。本市には約4000基が残っている。一般的な耐用年数は30年程度

※２　ブロアー（槽内に空気を送る機械）の交換など

下
水
道
の
管
は

地
面
か
ら
深
い
位
置
に

埋
め
る
ん
だ
。

万
一
、
管
が
破
れ
て
も

外
か
ら
の
圧
力
で
地
下
水

が
管
の
中
に
入
っ
て
い
く

か
ら
汚
水
が
地
中
に
染
み

込
む
心
配
は
ほ
と
ん
ど
な

い
ん
だ
よ
。

長
い
目
で
見
る
と
下
水
道

の
方
が
経
済
的
な
ん
だ
よ
。

下
水
道
は
使
う
水
量
で
料
金

が
決
ま
る
か
ら
、
家
族
が

結
婚
な
ど
で
家
を

離
れ
る
と
そ
の
分
水
量

が
減
っ
て
、
料
金
は

下
が
っ
て
い
く
ん
だ
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

下
水
道
に
早
く
つ
な
げ
る

意
味
は
浄
化
槽
の
寿
命
に

も
関
係
す
る
ん
だ
。

今
、
大
野
市
内
で

使
わ
れ
て
い
る
浄
化
槽
の
多
く
は

平
成
13
年
以
前
に
作
ら
れ
た

単
独
処
理
浄
化
槽（
※
１
）で
、

古
い
も
の
だ
と
50
年
以
上
経
過

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
ん
だ
。

設
置
し
て
か
ら
長
い
時
間
が

経
つ
ほ
ど
、
定
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

直
し
き
れ
な
い
故
障（
※
２
）

も
起
き
て
く
る
ん
だ
。

ど
ん
な
故
障
が

起
き
る
の
？

例
え
ば
浄
化
槽
の
中
の
ろ
材
の 

固
定
具
が
腐
っ
て
外
れ
て
、
微
生
物

が
う
ま
く
汚
れ
を
分
解
せ
ず
に
悪
臭

が
発
生
し
た
り
、
槽
の
厚
み
が
ど
ん

ど
ん
薄
く
な
っ
て
中
の
汚
水
が
漏
れ

出
し
た
り
し
て
し
ま
う
ん
だ
。

そ
う
な
る
と
汚
水
は
地
面
の
中
に
染

み
込
ん
で
…
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
直

す
の
が
大
変
な
ん
だ
。

経
済
的
な
事
情
で
下
水
道
に
な
か
な
か

つ
な
げ
ら
れ
な
い
人
も
い
る
け
ど
、

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

浄
化
槽
は
１
年
以
内
、
汲
み
取
り
式

ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
下
水
道
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

る
ん
だ
。
こ
れ
は
覚
え
て
お
い
て
ね
。

ど
う
い
う
こ
と
？

ご存じですか？ 空き家と下水道の関係ご存じですか？ 空き家と下水道の関係
問　上下水道課 （☎65・7670）　　取材協力：おおの空き家解決町衆の会

なぜ、
下水道は必要なの？

　毎年９月10日は下水道の日。下水道は汚水をきれいな水にし
て自然に返すという役割を果たす重要な設備です。
　今年は空き家の売買や浄化槽の寿命の観点から下水道について
考えてみましょう。

下水道マスコット
「スイスイ」くん

空
き
家
と
下
水
道
の
関
係
に

つ
い
て
教
え
て
よ

空
き
家
の
売
買
や
賃
貸
に
は
、

ト
イ
レ
が
水
洗
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
ん
だ
よ
。

水
洗
ト
イ
レ
じ
ゃ
な
い
空
き
家
を

買
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ま
ず
下
水
道
に
つ
な
げ
て

水
洗
ト
イ
レ
に
す
る
ん
だ
。

お
お
の
空
き
家
解
決
町
衆
の
会

　

大
野
市
の
空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
不
動
産
・
法
律
・
税
金
な
ど
の
専
門
家

を
は
じ
め
、
建
築
・
登
記
な
ど
の
専
門
業
者

が
結
成
し
た
一
般
社
団
法
人
で
す
。

　

空
き
家
の
複
雑
な
問
題
に
お
困
り
の
人
、

将
来
の
利
活
用
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
各
方
面
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　
お
お
の
空
き
家
解
決

　
町
衆
の
会

　
（
☎
64
・
４
４
５
８
）

公共下水道使用料と合併浄化槽維持管理費の比較

公共下水道の目安額 合併浄化槽の維持管理費

　　　年間使用料６万6660円
　　　年間使用料３万3396円
※１人当たり使用水量８立法㍍／月として計算

年間経費６万4500円
（５人槽の場合、大野市試算）

※処理方式や槽の大きさによって異なります

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
、
公
共
下
水
道

や
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
際
は
、

市
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
が
使
え
る
区
域
対
象

◆
ご
近
所
接
続
奨
励
金 

　

同
一
行
政
区
内
で
２
軒
以
上
が
同
時
に

下
水
道
に
切
り
替
え
る
際
、
費
用
の
一
部

を
補
助(

補
助
限
度
額
５
万
円
）

◆�

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ
の
切

替
補
助

　

補
助
を
受
け
ず
に
設
置
し
た
合
併
処
理

浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ
切
り
替
え
る
費
用

を
補
助（
補
助
限
度
額
20
万
円
）　

公
共
下
水
道
が
使
え
な
い
区
域
対
象

（
下
水
道
整
備
予
定
区
域
を
除
く
）

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助 

　

新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
費
用
の
一
部
を
補
助（
５
人
槽
の
場

合
、
補
助
限
度
額
35
万
２
０
０
０
円
）

※�

補
助
限
度
額
は
浄
化
槽
の
大
き
さ
に
よ
る

浄
化
槽
の
転
換
や
設
置
を
補
助▲詳しくは

　こちら

上
下
水
道
ポ
タ
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　

私
た
ち
が
使
っ
た
後
の
水
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
転
車
で
散

策
し
な
が
ら
親
子
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
９
日
日
午
前
９
時
～
正
午

※
予
備
日　
10
月
15
日
土

集�

合
場
所　
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
北
側

駐
車
場

内�

容　

自
転
車
散
策
、
水
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
見
学
と

解
説

対
象　
小
学
校
３
～
６
年
生
の
親
子

定
員　
３
・
４
年
生
親
子
…
10
組
20
人

　
５
・
６
年
生
親
子
…
10
組
20
人

参
加
料　
１
人
２
０
０
円

持�

ち
物　
飲
み
物
、
自
転
車
、
タ
オ
ル
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
※
雨
天
時
は
上
下
セ
パ

レ
ー
ト
の
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

申�

込
方
法　
「
ノ
ー
ム
自
然
環
境
教
育

事
務
所
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む

申
込
期
間　
９
月
12
日
月
～
24
日
土

そ�

の
他　

イ
ベ
ン
ト
内
容
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
り
予
定
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

問　
上
下
水
道
課

　
（
☎
65
・
７
６
７
０
）

▲詳しくは
　こちら

浄化槽は維持管理費のほかに定期的な修理が必要となります
（例）ブロア交換：１回につき約10万円
　※耐用年数は７～15年

じ
ゃ
あ
、
次
に
空
き
家
を

買
う
人
に
下
水
道
へ
つ
な
げ
て

も
ら
え
ば
い
い
の
？

そ
う
と
も

言
い
き
れ
な
い
ん
だ
。

初
め
か
ら
下
水
道
に

つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、

次
の
人
は
下
水
道
に
つ
な
ぐ

お
金
が
か
か
ら
な
い
か
ら
、

空
き
家
を
高
く
売
れ
る
ん
だ
。

だ
か
ら
、
下
水
道
に
早
く

つ
な
げ
る
意
味
は

あ
る
と
思
う
よ
。

SDGs目標 №６.安全な水とトイレを世界中に

（４人家族）

（２人家族）

浄
化
槽
は
家
族
の
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
も
、

年
間
の
清
掃
や
点
検

費
用
は
減
ら
な
い
ん
だ
。

そ
れ
に
、
単
独
処
理
浄
化
槽
は 

お
風
呂
や
台
所
か
ら
の
排
水
を
き

れ
い
に
し
な
い
か
ら
、
環
境
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
ん
だ
。
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大
野
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

■
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と
は

　

市
で
は
、「
大
野
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」を
策
定
し
、
本
年
７
月
に
文

化
庁
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
財
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
保
護
継
承
に
地
域
全
体
で
取
り
組

む
た
め
の
、
文
化
財
に
関
す
る
保
存
・
活

用
の
基
本
的
な
考
え
方
や
行
動
計
画
と
な

る
も
の
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
文
化
財
の
保

存
活
用
事
業
に
国
の
補
助
金
が
受
け
や
す

く
な
っ
た
り
、
国
に
文
化
財
登
録
を
提
案

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。

■
基
本
理
念

　

本
計
画
の
基
本
理
念
は「
文
化
財
を
生

か
し
た
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

　

計
画
で
は
、
次
の
３
つ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
た
方
針
を
立
て
、

ど
の
よ
う
な
措
置（
事
業
）を
行
う
か
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

・
文
化
財
の
価
値
と
魅
力
を
見
い
出
す

「
調
査
研
究
」

・
文
化
財
の
継
承
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
る「
保
存
」

・
文
化
財
を
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す「
活
用
」

■
関
連
文
化
財
群
の
展
開

　

本
市
の
多
種
多
様
な
文
化
財
を
、
歴
史

文
化
の
特
徴
ご
と
に
11
の「
関
連
文
化
財

群
」に
ま
と
め
ま
し
た
。
群
と
し
て
捉
え

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
文
化
の
特

徴
や
価
値
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、
効

果
的
に
措
置（
事
業
）を
展
開
し
ま
す
。

●「
関
連
文
化
財
群
」一
覧

①
原
始
・
古
代
の
人
々
の
営
み

②
町
や
村
に
暮
ら
す
人
々
の
交
流

③
華
開
く「
進
取
の
気
象
」

④
戦
乱
の
時
代
と
大
野
盆
地
の
城
郭
群

⑤
大
野
城
の
築
城
と
城
下
町
の
形
成
、
そ

の
後
の
発
展

⑥
地
域
に
息
づ
く
多
様
な
信
仰
形
態

⑦
受
け
継
が
れ
る
芸
能

⑧
自
然
の
恵
み
と
暮
ら
し

⑨
食
の
営
み

⑩
化
石
が
物
語
る
大
地
の
歴
史

⑪
山
と
盆
地
の
豊
か
な
自
然
環
境

■
今
後
の
展
望

　

文
化
財
所
有
者
、
文
化
財
保
存
・
継
承

団
体
な
ど
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
先
人
が
大
切
に
守
り
伝
え
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
、
商
工
観
光
分
野
と
の
連
携
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問�　

生
涯
学
習
・
文
化
財
保

護
課 （
☎
65
・
５
５
９
０
）

地
域
の
宝
を
守
り
、
伝
え
、
生
か
す

大
野
ら
し
さ
を
感
じ
る
も
の
は
、
観
光
客
を
引
き
付
け
ま
す

失
わ
れ
た
文
化
財
は
、
二
度
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん

古
い
も
の
に
は
、
面
白
さ
や
魅
力
が
あ
り
ま
す

SDGs目標 №４.質の高い教育をみんなに SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

▲計画は
　こちら

■�

第
49
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会（
１
５
０
０
㍍
走
）出
場

陽
明
中
学
校
３
年　
野
尻
大た
い
し志
さ
ん

■�

第
69
回
全
国
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大

会
出
場

奥
越
明
成
高
校
３
年　
阿
部
望の

あ愛
さ
ん

■�

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

第
55
回
卓
球
大
会
・
第
24
回
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
出
場

大
野
高
校
定
時
制
の
皆
さ
ん

■�

第
23
回
ダ
イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
出
場

下
庄
小
学
校
2
年　
白
崎
沙さ

え衣
さ
ん

（
大
野
ジ
ュ
ニ
ア
所
属
）

■�

第
２
回
全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園

決
勝
大
会
出
場

大
野
高
校
の
皆
さ
ん

■�

第
22
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
出
場

大
野
市
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
春

江
道
場
の
皆
さ
ん

■�

第
36
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
出
場

下
庄
小
学
校
６
年　
山
川
苺
香
さ
ん

（
春
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

福
井
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
所
属
）

【
卓
球
】

　
中
島
優
衣
さ
ん（
１
年
）

　
山
岸
夏か

り
ん鈴
さ
ん（
２
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

　
杉
本
幹
翔
さ
ん（
１
年
）

　
宮
上
望の

あ愛
さ
ん（
１
年
）

　
山
吉
心こ

こ
な名
さ
ん（
１
年
）

　
岩
田
雄
一
さ
ん（
２
年
）

　
平
井
敦あ

つ
ひ
と仁

さ
ん（
２
年
）

　
伊
東
健
人
さ
ん（
３
年
）

　
横
田
珠じ

ゅ
な愛

さ
ん（
３
年
）

　
山
吉
夏な

つ
き生
さ
ん（
３
年
）

■�

第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会（
夏
の
甲
子
園
）出
場

敦
賀
気
比
高
校
１
年　
竹
下
海
斗
さ
ん 

（
上
庄
中
学
校
出
身
）

■�
秩
父
宮
記
念
杯
第
73
回
全
国
高
等
学
校
対

抗
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
、
第
67
回
全

国
高
等
学
校
自
転
車
道
路
競
走
中
央
大
会 

科
学
技
術
高
校
３
年　

　
篠
島
瑠り

ゅ
う
き樹
さ
ん（
尚
徳
中
学
校
出
身
）

福
井
工
大
附
属
福
井
高
校
３
年

　
久
保
乃の

あ愛
さ
ん（
開
成
中
学
校
出
身
）

■�

第
37
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
出
場

有
終
東
小
学
校
４
年　
堂
本
樹い
つ
きさ
ん

上
庄
小
学
校
５
年　
松
井
悠ゆ
う
と采

さ
ん

有
終
東
小
学
校
６
年　
室
谷
優
輝
さ
ん

■�

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・�

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２

大
野
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ｊ
Ｒ
Ｃ「
結
」の
皆
さ
ん

左から、村中サキラさん（２年）、
福田優

ゆ め か
芽花さん（３年）、三屋文

あ や か
佳

さん（３年）、山﨑樺
か の

乃さん（２年）、
池端唯

ゆ い と
透さん（３年）

■�

第
43
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少
女
囲
碁

大
会
全
国
大
会
出
場

開
成
中
学
校
３
年　
牧
野
貴た
か
ふ
み史
さ
ん

■�

第
90
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技

大
会（
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
）出
場

大
野
高
校
１
年　
小
林
優
香
さ
ん

左から、島田奈緒さん（２年）、宮崎
悠
ゆ う と

斗さん（２年）、松浦晃
あきひろ

大さん（２年）

前列左から、
近藤千花さん（富田小５年）、
佐々木新

あ ら た
太さん（下庄小２年）、

高尾和希さん（下庄小２年）、
佐々木心

こ こ あ
愛さん（下庄小６年）

全国大会への出場 おめでとうございます
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認
知
症
と
は

　

い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
っ
て
脳
の
細
胞

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

起
こ
り
、
生
活
す
る
上
で
支
障
が
出
て
い

る
状
態
の
こ
と
を
認
知
症
と
い
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る「
脳
の
病
気
」で
す
。

 

認
知
症
の
種
類

　

認
知
症
に
は
主
に
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

・
認
知
症
の
中
で
最
も
多
い

・
脳
の
神
経
細
胞
が
減
っ
て
、
脳
が
小
さ

く
な
っ
て
い
く
の
で
脳
全
体
の
機
能
が

低
下
す
る

・
物
忘
れ
か
ら
始
ま
り
、
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る

②
脳
血
管
性
認
知
症

・
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
起
こ
る

・
意
欲
が
低
下
し
た
り
複
雑
な
作
業
が
で

き
な
く
な
る

③
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状（
筋
肉
の
こ
わ
ば

り
、
動
作
の
遅
れ
な
ど
）や
幻
覚
が
み
ら

れ
る

④
前
頭
側
頭
型
認
知
症

・
脳
の
司
令
塔
の
部
分
に
障
害
が
生
じ
る

た
め
、
我
慢
や
思
い
や
り
な
ど
の
社
会

性
を
失
う

・「
我
が
道
を
行
く
」行
動
を
と
る
特
徴
が

あ
る

⑤
そ
の
他

・
頭
部
の
け
が
や
病
気
な
ど
が
原
因
と

な
っ
て
起
こ
る

 

認
知
症
の
相
談
窓
口

　

認
知
症
は
早
期
診
断
と
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。
少
し
で
も
疑
い
が
あ
れ
ば
で
き

る
だ
け
早
く
、
次
の
相
談
窓
口
や
専
門
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医　

　

日
頃
か
ら
受
診
し
て
い
る
か
か
り
つ
け

医
は
、
普
段
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、

身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

大
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
長

寿
課
内
）

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
い
う
専
門
の

職
員
が
対
応
し
ま
す
。（
☎
65
・
５
０
４
６
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
機
関

と
し
て
、
地
域
の
身
近
な
場
所
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
大
野
和
光
園(

開
成
中
学
校
区)

　
☎
66
・
６
６
６
０

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会(

陽
明
中
学
校
区)

　
☎
65
・
８
７
７
３

▼
聖
和
園(

上
庄
・
尚
徳
中
学
校
区)

　
☎
66
・
１
８
７
４

▼
和
泉
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー(

和
泉
中

学
校
区) 

☎
78
・
２
９
０
０

県
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
66
・
２
０
７
６
）

専
門
医
療
機
関

▼
福
井
県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院

　
（
☎
０
７
７
６
・
98
・
２
７
０
０　
福
井

市
島
寺
町
93
ー
６
）

▼
嶺
北
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
松

原
病
院
）

　
（
☎
０
７
７
６
・
28
・
２
９
２
９　
福
井

市
文
京
２
丁
目
9
ー
1
）

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す

考
え
よ
う 

認
知
症
の
こ
と

越前おおの健康づくり計画「第４次健幸おおの21」推進項目を紹介します
問　健康長寿課 （☎65・7333）今月は「たばこ・アルコール」

　たばこは、肺がんをはじめとした多くのがんや虚血性心疾患、脳血管疾患など重篤な
疾患の原因になるとされています。たばこに含まれるニコチンは依存性が強く、自分の
意志だけではやめにくい特性があることから、禁煙希望者に対する専門的支援や周囲の
協力が大切です。
　禁煙をしたいと考えている場合は、禁煙治療に一定の条件を満たせば健康保険が適用
されるので、禁煙外来も利用してください。専門家の指導によりストレスを軽減しなが
ら禁煙に取り組めるため成功率が高まります。
　アルコールは、故事成語で「酒は百薬の長」といわれ、適度な飲酒は健康によいとされ
ています。しかし、「酒は百薬の長」の後には「されど万病の元」と続くように、限度を過
ぎた飲酒は病気の元になるため、節度が必要です。
　国が示す飲酒の「適量」とは、１日平均純アルコール量20㌘程度で、ビールなら中瓶

（500㍉㍑）１本、清酒なら１合（180㍉㍑）が目安とされています。これ以上の飲酒には
注意しましょう。

具体的な目標値
推進項目 内容 目標値

たばこ・アルコール

成人の喫煙率を下げる
数値：成人の喫煙者の割合

男25㌫以下
女4㌫以下

新　毎日飲酒する人の中で（日本酒換算）２
合以上飲酒する人の割合を減らす 40㌫以下

７月定例会の結果

　第429回市議会定例会が、９月５日から26
日までの22日間開催されます。このうち本会
議が開催されるのは４日間です。本会議の開会
時間は、いずれも午前10時を予定しています
が、開会前の会議により遅れる場合もあります。
問　議会事務局 （☎64・4830）

本会議日程 審議などの内容
９月 ５日月 本会議（議案上程、提案理由説明）
　   12日月 本会議（一般質問）
　   13日火 本会議（一般質問、決算特別委員会の設置

および委員の選任、請願・陳情上程）
　　14日水 午前10時　産経環境常任委員会
　　15日木 午前10時　教育民生常任委員会
　　16日金 午前10時　総務生活常任委員会
　　20日火 午前10時　人口減少対策特別委員会

午後１時　未来へつなぐまちづくり特別委員会
　　26日月 本会議（各委員長報告、質疑、討論、採決）

　第428回市議会定例会が、７月15日から８月４日まで開かれました。令和４年度一般会計補正予算案を含む
14議案が審議され、それぞれ可決、承認されました。
 補正予算の内容
　一般会計では、歳入・歳出にそれぞれ７億1036万7000円増額し、補正後の予算額は181億2650万8000円
となりました。
　補正の主な内容は、▶原油・原材料価格高騰により売上原価などが増加した市内事業者への支援事業に対す
る補助として9076万2000円の増額▶電子割引クーポン（おおの割・もっとおおの割）の発行経費として6502
万1000円の増額▶真名川憩いの島の野球場グラウンドを改修する経費として2453万円の増額などです。

 人事案件に承認
　固定資産評価審査委員会委員の選任について承認されました。
・固定資産評価審査委員会委員　中村広之さん（牛ケ原）

認知症について学んでみませんか？　認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者のことです。
　地域、各団体、学校、職場などで養成講座を行う際に、講師を派遣します。
　認知症について正しく理解していただくために、認知症の基礎知識や認知症の人とどのように接したらよい
かを、講演や寸劇でお伝えします。
対象　市民または大野市内で勤務されている人（５人以上のグループ）
講師　キャラバン・メイト（認知症サポーター養成講座の講師）
申込方法　開催希望日の１カ月前までに電話
問　健康長寿課 （☎65・7333）

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

SDGs目標 №３.すべての人に健康と福祉を

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

※新とあるのは、今回の計画で新しく目標に加えたものです

９月定例会の日程を
お知らせします
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▲介護保険は
こちら

▲国民健康保険
はこちら

▲後期高齢者医
療制度はこちら

▲傷病手当金は
こちら

保
険
税
な
ど
の
減
免
・
傷
病
手
当
金
支
給
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護
保
険（
65
歳
以
上
）に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、

介
護
保
険
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
っ
た
世
帯
の

保
険
税（
※
）を
減
免
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

な
ど
に
よ
り
就
労
で
き
ず
、
給
与
な
ど
の
支

払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
に
傷
病
手

当
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
場

合
は
保
険
料

対
象
世
帯

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

　
▼
保
険
税
を
全
額
免
除

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

が
見
込
ま
れ
る
世
帯

　
▼
保
険
税
を
減
額

対
象
と
な
る
保
険
税

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
納
期
を
迎
え
る
保
険
税

申
請
期
限

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

必
要
書
類

り
患
世
帯　

医
師
の
診
断
書
ま
た
は
死
亡
診

断
書

事
業
の
廃
止
ま
た
は
失
業
世
帯　

廃
業
等
届

出
書
、
離
職
票
な
ど

減
収
世
帯　

収
入
見
込
額
計
算
書
、
給
与
の

源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど

昨
年
の
収
入
が
分
か
る
も
の

※
収
入
見
込
額
計
算
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る
要
件
な
ど
】

対
象
世
帯

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

※
介
護
保
険
は
①
と
③
に
当
て
は
ま
る
世
帯

が
対
象

①
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、
種
類
ご
と

の
収
入
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に
比
べ
て

10
分
の
３
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と

②
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

③
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所

得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が 

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

減
免
額
の
計
算
方
法

　

保
険
税
の
減
免
額
は
、
減
免
対
象
保
険
税

額（
Ａ
×
Ｂ
／
Ｃ
）に
減
免
割
合（
Ｄ
）を
掛
け

た
金
額
で
す
。

Ａ　
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
保
険
税
額

Ｂ　

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
収
入
の
前
年
所
得
額

Ｃ　

主
た
る
生
計
維
持
者
お
よ
び
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
の
前
年
の
合
計
所
得
額

Ｄ　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
た
減
免

割
合

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

３
０
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
10

４
０
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
８

５
５
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
６

７
５
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
４

１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
２

【
介
護
保
険
】

２
１
０
万
円
以
下
の
場
合　
10
分
の
10

２
１
０
万
円
を
超
え
る
場
合　
10
分
の
８

※
主
た
る
生
計
維
持
者
が
事
業
廃
止
や
失
業

　
し
た
場
合
、
減
免
割
合
は
10
分
の
10

対
象
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
ま
た
は
発

熱
な
ど
の
症
状
に
よ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、
療

養
の
た
め
就
労
で
き
ず
、
給
与
な
ど
の
支
払

い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
人

※
個
人
事
業
主
は
対
象
外

対
象
期
間

　

就
労
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
数
え
て
３

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
就
労
で
き
な
か
っ

た
期
間
の
う
ち
、
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日

支
給
額

　
（
直
近
の
継
続
し
た
３
カ
月
間
の
給
与
収
入

の
合
計
額
／
就
労
日
数
）×
２
／
３
×
支
給
対

象
日
数

※
給
与
の
一
部
が
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
な

　

ど
は
、
支
給
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す

※
支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す

適
用
期
間

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
９
月

30
日
ま
で

必
要
書
類

・
申
請
書

・
医
師
の
意
見
書（
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
）

・
事
業
主
の
証
明
書

・
振
込
通
帳
の
口
座
番
号
記
載
面
の
写
し

・
被
保
険
者
証
の
写
し

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
市
民
生
活
・
統
計
課（
市
役
所
１
階
③
番
窓

口
）に
、
介
護
保
険
は
健
康
長
寿
課（
結
と
ぴ

あ
１
階
③
番
窓
口
）に
申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
、各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン 

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問　
市
民
生
活
・
統
計
課 （
☎
64
・
４
８
１
０
）

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
（
☎
０
７
７
６
・
54
・
６
３
３
０
）

　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

保
険
税
の
減
免

申
請
方
法
と
申
請
先

傷
病
手
当
金
の
支
給

　本年９月末までにマイナンバーカードを申請し、令和５年２月末までにキャッシュレス決済の登録、健康保険
証としての利用、公金受取口座の登録を行い、マイナポイントの申し込みを行うことで、最大で２万円分のポイ
ントがもらえます。
　市では、マイナポイントの取得方法が分からない人の申し込みサポートやマイナポイントに関する各種相談を
市役所市民ホールで実施しています。マイナンバーカードの受付時間に合わせて、休日や時間外も開設していま
すので、気軽に問い合わせてください。
※９月24日土、25日日はカードの交付がないため、ポイント窓口は開設しません
問　総務課 （☎64・4820）

マイナポイント取得対象の
マイナンバーカードの申請期限は

９月30日金まで！
▶マイナポイント取得期限に合わせて、休日特設窓口を開設します

　本人が来庁し窓口で申請手続きすることで、暗証番号設定済みのマイナンバーカードを郵便で受け取ることが
できます。申請後約１カ月程度で住民票の住所に郵送します。　

　キャッシュレス決済で使えるマイナポイントを取得するには、本年９月末までにマイナンバーカードの申請が
必要です。これに合わせて申請特設窓口を開設します。
日時　９月24日土、25日日午前９時～午後４時
※�予約不要。ただし、マイナンバーカードの交付、更

新は受け付けできません

場所　市民生活・統計課(市役所１階②番窓口)

受付時間　【平日】午前８時30分～午後５時15分
【時間外・休日窓口】※事前予約が必要です
　毎月第２土と翌日の午前９時～正午
　毎週月と木（祝日を除く）の午後７時まで
受付場所　市民生活・統計課(市役所１階②番窓口)
利用条件(全てに当てはまること)
①申請者本人が来庁できること(15歳未満または成年

被後見人の場合は必ず法定代理人の同行が必要)
②申請者本人か家族が簡易書留郵便を受け取れるか、

申請者本人が本人限定受取郵便で受け取れること
(転送手続きをしていないなど)

申請に必要なもの
　本人確認書類２点(うち１点は顔写真付きのもの。原
本かつ、有効期限内のもの)

【顔写真付き本人確認書類の例】
　運転免許証、運転経歴証明書(交付年月日が平成24
年４月１日以降のものに限る)、パスポート、住民基本
台帳カード、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手
帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書など
※�顔写真付きの本人確認書類がない場合は無料の写真

撮影とオンライン申請ができます　
そ�の他　企業や地域のグループなどへの出張申請も

行っています。詳しくは、問い合わせてください
問　市民生活・統計課 （☎64・4810）

▶市役所への来庁は一度きり！マイナンバーカード申請時来庁方式

▶マイナポイントの取得をお手伝いします
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今
年
も
、県
内
で
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
業
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
山
に
入
る
と
き
は
、
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
、
ク
マ
と
の
不
意
の
遭
遇
に

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

山
へ
入
る
皆
さ
ん
へ

◆
身
近
な
里
山
で
も
ク
マ
に
注
意
を　
行
き
慣
れ

た
身
近
な
里
山
で
も
、
ク
マ
と
の
遭
遇
に
注
意

す
る

◆
ク
マ
鈴
・
ラ
ジ
オ
・
大
声
な
ど
大
き
な
音
を
出
し

て
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る　
ク
マ
は
聴

覚
や
嗅
覚
が
人
よ
り
優
れ
て
い
る
た
め
、
人
の
接

近
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
人
を
避
け
る

◆
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
て
危

険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い　
周
囲
を
よ
く
見

回
し
、
細
心
の
注
意
を
し
て
山
に
入
る
。
早
朝

や
夕
方
は
特
に
注
意
が
必
要
。
日
中
で
も
ヤ
ブ

や
林
な
ど
の
薄
暗
い
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

◆
子
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る　
子
グ
マ

の
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
る
。
子
グ
マ
が

か
わ
い
い
か
ら
と
近
づ
く
と
、
母
グ
マ
が
突
然

現
わ
れ
て
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ
る

  

作
業
を
す
る
皆
さ
ん
へ

・
森
林
、
斜
面
林
な
ど
の
そ
ば
の
農
地
は
、
ク
マ

が
出
没
し
や
す
い
の
で
特
に
注
意
し
、
周
囲
の

低
木
の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う

・
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
で
は
、
で
き
る

だ
け
単
独
作
業
は
避
け
る

  

ク
マ
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
環
境
を

・
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
生
ご
み
や
野
菜
、
果
実
の

廃
棄
残
さ
な
ど
を
適
切
に
処
理
す
る

・
農
地
で
は
果
樹
園
が
最
も
被
害
を
受
け
や
す
い

の
で
、
収
穫
後
の
果
実
は
放
置
せ
ず
適
切
に
処

分
す
る

・
ク
マ
は
、
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り
込
ん
で
採
食

す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
収
納
庫
を
施
錠
す
る

な
ど
管
理
を
徹
底
す
る

・
刈
払
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮

発
性
物
質
も
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
た
め
、 

保

管
場
所
な
ど
に
注
意
す
る

 

ク
マ
と
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処
方
法
な
ど

・
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
に
、
ゆ
っ

く
り
と
そ
の
場
か
ら
離
れ
る

・
大
声
を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い

問　
農
業
林
業
振
興
課 （
☎
64
・
４
８
１
８
）

SDGs目標 №15.陸の豊かさも守ろう

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

詳しくはこちら▶
（県ホームページ）

SDGs目標 №８.働きがいも経済成長も

対象者　出荷を目的に営農をする個人、法人、団体
または団体の構成員

補助額　補助上限３万円
申請期限　９月30日金
申請方法　必要書類を添付し、申請書兼請求書を提出

その他　対象者、対象機器に要件があります。詳し
くは助成制度ガイドブック23ページをご覧くだ
さい

問　農業林業振興課 （☎64･4818）

　農業用肥料や燃料価格高騰の影響を受けている農業者に補助金を支給し、経営の安定を支援します。	

 農業生産費の高騰に対して補助金を支給します

 ９月末まで！バッテリー式刈払機の購入を補助します

　近年、救急車の出動件数が増えており、中には緊急性や必要性の
ない利用も見受けられます。救急車は早急に病院での診察が必要な
人のためのものです。
　大切な命、救える命を救うために、救急車の適正利用に協力をお
願いします。
※�傷病者の様子や事故の状況などから、急いで病院へ連れて行った

方がよいと思ったときには、迷わず119番通報をしてください
問　消防警防課 （☎64・4898）

救急車の適正利用に協力をお願いします

対象者　水稲生産者または経営所得安定対策の参
加者（対象作物の作付が10㌃未満の者を除く）

補助額　令和４年度の作付面積と、作物に応じた額
　▶水稲2000円／10㌃▶大麦・小麦1400円／10㌃
　▶そば400円／10㌃▶大豆1000円／10㌃
　▶その他経営所得安定対策の対象作物2000円／

10㌃
申請方法　対象者には後日申請書を送付します。窓

口に直接または郵送で提出してください。
申請窓口　農業林業振興課（市役所１階⑨番窓口）
申請期限　12月20日火
問　農業林業振興課 （☎64・4818）

　農業分野におけるゼロカーボンを進めるため、従来のエンジン式刈払機からバッテリー式への買い替え
を支援する大野市クリーン農業スタート事業を実施しています。

地下水の現状はこちら▶

節水に努め、井戸枯れの発生に備えましょう
　これからの季節は、地下水位が低下します。一人一人の節水が大きな節水につながります。水は賢く大切
に使いましょう。また、井戸枯れが起きた場合に慌てずに対応できるよう、次のことを事前に確認しておき
ましょう。

　・井戸枯れが起きた場合の水の確保の方法
　・ポリタンクやバケツなど水をくみ置きできる容器の有無
　・揚水ポンプの能力と地下水位の現状
　
問　環境・水循環課 （☎64・4828）

　子どもや若い人は新型コロナウイルスに感染しても重症化しないと思われがちですが、発熱やせき、喉の
痛みなどの症状が出る人が増えています。ワクチン接種で自分と家族の身を守りましょう。

ワクチンの種類
接種対象者

接種場所１、２回目 ３回目 ４回目
ファイザー社ワクチン

12歳以上

12歳以上 ①60歳以上　
②18歳以上の基礎疾

患のある人など
③医療従事者など

・市内医療機関

モデルナ社ワクチン
18歳以上

・市内医療機関
・県営会場
　（エルパプラス）

武田社ワクチン
（ノババックス）

×（使用不可）

・県営会場
　（エルパプラス）

小児用ファイザー社
ワクチン

１回目接種時に
５～11歳 ×（使用不可） ・栃木産婦人科医院

・松田医院

新型コロナウイルス感染症の流行が続いています

ワクチン接種はお早めに
問　健康長寿課 （☎65・7333）　

市内医療機関の
一覧はこちら▶

小児（５～11歳）の
接種予約について
詳しくはこちら▶

県営会場の
接種予約はこちら▶

■ワクチン別接種対象者および接種場所（８月18日現在）

SDGs目標 №３.すべての人に健康と福祉を
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　各小中学校の特色ある取り組みを紹介する、シリーズ「ガク活」。第４回は、
阪谷小学校と陽明中学校の取り組みを紹介します。
問　教育総務課 （☎64・4827）ガ

ク活
シリーズ

笑顔かがやく学校笑顔かがやく学校

SDGs目標 №４.質の高い教育をみんなに

　阪谷小学校は、「豊かな心をもち　あすをきりひらく子」を教育目標に掲げ、「笑顔かがやく学校」をめざし、教
育活動に取り組んでいます。ふるさとの学びを深め、地域と連携し魅力を発信する福井ＳＤＧｓの推進にも力を
入れています。

　阪谷には、数万年前に経ヶ岳から
流れてきた大きな岩がたくさんあり
ます。地域の人に岩の名前や言い伝
えなどを教えていただきながら、大
岩巡りをしました。今後も阪谷の魅
力を学習し、発信していきます。

　星空保護区認定を目指し、活動中
です。ライトダウンイベントの告知
や阪谷地区に多くの人を呼び込むた
めの方法を考えています。活動の様
子はブログでも発信しています。み
なさんもぜひ一緒に星空保護区認定
を目指して活動していきましょう！

　地域の人たちと畑で野菜を作って
います。今年は社会福祉協議会の協
力のもと、「雪の下で育った玉ねぎ」
が子ども食堂や高齢者のお弁当に使
われました。今後も、野菜で助け合
いの輪を広げ、地域発信、地域貢献
につなげていきたいです。

学び高め合う陽明学び高め合う陽明
　陽明中学校は、「協同的で探究的な学びによって自らを高めていく生
徒を育てよう」を教育目標に掲げ、生徒と生徒がつながる学び「つなぐ
学び」を軸に全ての教育活動に取り組んでいます。授業における合言葉
は、「自分から学ぶ」「仲間から学ぶ」「ねばり強く学ぶ」です。
　今年の生徒会スローガンは「SCRUM」（スクラム）。一人一人の個性を
認め合い、共に高め合う集団づくりの場、生徒の学びや成長を促す場
を考え、全職員で全生徒の伸びゆく可能性を引き出していきます。仲
間の思いや考えを聴いて気づき、自分の考えを広げる。広がった自分
の考えを伝え合い、互いに深め合っていく学びの姿を目指し、主体性
を育てる学校を生徒と共に創っています。

「学び高め合う陽明」は、学校だよ
りのタイトルにもなっています。
　学校だよりや学校公開などを通し
て、学校と家庭・地域との共通理解
を図ることも大切にしています。

大岩巡り 阪谷の星空を発信 野菜作りで地域貢献

阪谷小学校ブログ▶

■「移動」を「エコ」に。「スマートムーブ」
　私たちの家庭から出されるＣＯ²のうち、自動車からの排出量は、「照明・
家電製品など」に次いで２番目に多く、全体の四分の一程度を占めていま
す。そのため、この自動車という「移動」手段を見直すことは、地球温暖化
対策に大きな意味があります。
　日常生活のさまざまな移動手段を工夫し、ＣＯ²の排出量を減らしましょう。

第15回　チャレンジ！ゼロカーボン第15回　チャレンジ！ゼロカーボン

ＣＯＣＯ²²の少ない交通手段を選ぼう！の少ない交通手段を選ぼう！
問　環境・水循環課 （問　環境・水循環課 （☎☎64・4828）　64・4828）　

　　
　　　  自転車や徒歩
　　　  を見直そう
　コンビニやごみ出しなど、

「ちょっとそこまで」でも車を
使っていませんか。
　健康、かっこいいなどといっ
た視点から、自転車や徒歩での
移動が見直されています。

　　　  鉄道・バスを
　　　  利用しよう
　目的地に正確な時間に到着で
きる公共交通の利便性は、他の
移動手段に替え難いもの。
　さらに駅階段の上り下り、駅
までの徒歩移動など、健康面で
もプラスに。

　「スマートムーブ」とは、通勤や通学、買い物、
旅行など、日々の移動をエコにする新たなライフ
スタイルのことです。ＣＯ²の少ない移動について
一緒に考えてみましょう。

出典）全国地球温暖化防止活動推進センター

■１人が１㌔㍍移動する際の輸送手段別のＣＯ²排出量（㌘）

■スマートムーブ　３つの取り組み

　　　自動車の利用
　　　を工夫しよう

　加減速の緩やかな運転は燃費
もよくなり経済的。交通事故も
減り、安全にもつながります。
　また、エコカーへの乗り替え
でエネルギー消費を抑えること
ができます。

　ＪＲ越美北線は、福井駅周辺への通学や通勤を支える大切な役
割を担っていますが、利用者減少で経営が難しくなっています。
　地球温暖化対策のためにも必要な公共交通機関の一つである
越美北線。市民の一乗車一乗車が越美北線を支えます。

明日へ走れ！ 越美北線　
11:30　越前大野駅　発
　　　↓
12:23　福井駅　着　
   　　［映画鑑賞やショッピングなど］
　　　駐車場を探す必要がない
　　　旅行気分でお出かけ
　　　歩く距離が増えて運動不足解消に
16:50　福井駅　発
　　　↓
17:51　越前大野駅　着

越美北線でお出かけしよう（活用例）

越美北線を盛り上げる　
　アイデアを募集中！▼自家用車は便利な乗り物だけど、

脱炭素を目指すためにも、
越美北線を利用しよう！

鉄道　28

バス　109

自家用車　131

鉄道は
自家用車の

1
5
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　パブリックコメントとは、市の計画などを策定するとき、事前にその原案を公表して市民の皆さんの意見を募
集し、その意見を踏まえて、市の意思決定を行う手続きです。市では計画案に対する皆さんの意見を募集します。

 パブリックコメントを募集

ご意見をお寄せください

計画案名と計画案の概要 募集期間 問い合わせ先
〔改訂〕大野市都市マスタープラン（案）
　都市マスタープランは、市の都市計画についての基本
方針を定めたものです。現在本市が取り組んでいるデジ
タル化や脱炭素、健幸のまちづくりといった新たな要素、
人口減少の中にあっても助け合い支え合う持続可能な地
域づくりの考え方などを追加し、時代に合わせた計画に
改訂します。

９月１日木〜
30日金

交通住宅まちづくり課
　�☎64・4815　FAX66・

1118　〒912-8666　
　（住所は書かなくても届く）
　電子メール
　koutu@city.fukui-ono.lg.jp

◆計画案の閲覧場所
　市役所市民ホール、結とぴあ、和泉地域交流セン
ター、各公民館、図書館
※ホームページにも掲載します

◆意見を提出できる人
　①市内に住所がある人 ②市内に事業所などがある人
や法人、団体 ③市内の事業所などに勤務する人 ④市
内の学校に在学する人 ⑤市に納税義務のある人や法
人、団体 ⑥本案件に利害関係がある人や法人、団体

◆意見の提出方法
　住所、氏名、連絡先、市外在住の場合は、勤務先か
学校名を記載し、閲覧場所へ直接持参か郵送、ファク
ス、電子メールで提出
※電話などの口頭による提出は不可

◀詳しくはこちら

　10月１日から「就業構造基本調査」が始まります。この調査は、国民の就業、不就業の実態を明らかにする
ことを目的としています。調査結果は、政府の雇用政策、 経済政策などの企画立案のための基礎資料として
活用されます。
　調査対象は、 統計理論に基づき無作為に選ばれた全国の約54万世帯 （15歳以上の 世帯員約108万人）です。
　対象の世帯には、９月下旬から調査員が調査書類をお配りします。制度の趣旨をご理解いただき、回答へ
の協力をお願いします。

情報公開・個人情報開示　令和３年度の実施状況情報公開・個人情報開示　令和３年度の実施状況
　大野市情報公開条例では、平成10年４月１日以降に市が作成、取得した文書を、市民などが公開請求で
きると定められています。それ以前の文書は、市が同じように取り扱うよう努めています。前者を公開請求、
後者を公開申し出と区別して集計しています。昨年度の集計結果は下表のとおりです。
　また、大野市個人情報保護条例では、市が保有する個人情報のうち、請求者本人の個人情報を開示請求
できると定められています。昨年度の開示請求は１件ありました。
問　総務課 （☎64・4820）

令和３年度　情報公開実施状況

区分 受付件数
決定件数

存否応答拒否 不存在 取り下げ
公開 非公開

公開請求 38件 30（７）件 ０件 １件 ６件 １件

公開申し出 31件 29（２）件 １件 ０件 ０件 １件

計 69件 59（９）件 １件 １件 ６件 ２件

※公開の（　）内の数字は、一部公開の数（内数）です
※実施機関別の内訳は、市長部局61件、議会事務局７件、消防本部１件でした
※公開の申し出には市外からの請求が含まれます

就業構造基本調査 にご協力を

インターネットでも回答できます

　郵送、調査員による回収のほか、パソコンやスマー
トフォンを使って、 簡単にインターネットで回答で
きます。
　回答は、いずれかの方法で、 10月10日月スポー
ツの日までに済ませてください。
問　市民生活・統計課 （☎64・4831） 

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

SDGs目標 №９.産業と技術革新の基盤をつくろう

SDGs目標 №16.平和と公正をすべての人に

　交通ルールを守り、安心で安全なまちを一緒につく
りましょう。
・交通安全意識を高めましょう
・ドライバーは、思いやり運転と夕暮れ時など早めの

ライト点灯を心がけましょう

・自転車利用者は、安全を確保するため自転車を定期
的に点検整備するとともに、自転車保険などに加入
しましょう

・歩行者は、反射材用品を活用しましょう
問　市民生活・統計課 （☎64・4831）

９月は高齢者交通安全推進月間、９月21日から30日は秋の交通安全県民運動期間

問　大野警察署 （☎65・0110）

SDGs目標 №11

交通ルールを守る。大切な命を守る。

事故① スピード超過でカーブを曲がり切れず正面衝突
事故② 運転疲れからぼんやりして道路外へ
事故③ 右左折時に安全確認不足で他車と衝突

・カーブ手前で安全なスピードまで減速を
・１時間に１度は休憩を
・景色などに脇見せず前を見て運転を
・ヘルメットのあご紐を締め、プロテクター着用を

　　　　国道１５８号でバイク事故多発！

事故防止のポイント

事故①

事故②

事故③

注意
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土

心のおやつの時間
　後２：30～３　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館

心のおやつの時間
　後２：30～３　図書館
マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）☎64・4810
　前９～正午

うきうき！ボードゲームクラブ
　前10：30～11：30
　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館

心のおやつの時間
　後２：30～３　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館
●�マイナンバーカード申請特

設窓口　前９～後４

金

元気づくり体操クラブ
　後１：30～２：30
　下庄公民館

●ごみの祝日受け入れ

下水道の日

秋分の日

救急の日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ３・７・14・21日 ７日　後６～８

ほか　後１：30～３：30 結とぴあ
☎64・5140
（こども支援課）

年金相談 22日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 １・８・15・22・29日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（教育総務課）

心配ごと相談 ８・22日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

休館日休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

【診療科目】
　小児科（日･祝日のみ）・内科･外科
【診療時間】
　土曜日  後１〜９（３・10・17・24日）
　日・祝日など  前９～後９（４・11・18・19・23・25日）

２

９

16

23

30

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 後１〜４

大野商工会議所

☎66・1230
※相談日の前日までに予約してください

労働 ９日 後１〜４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10〜正午
法律 15日 後１〜４
税務 開催しません
事業承継 20日 後１〜４
司法書士相談 21日 後１〜４
夜間相談 １・15日 後５：30〜８
和泉地区相談会 14日 前10〜後３ （会場）和泉ふれあい会館

要予約

要予約
要予約

要予約
要予約
要予約

要予約
要予約
要予約

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 19・23日
図書館 ５・12・18・23・26日
本願清水イトヨの里 ５・12・20・26・27日
水のがっこう なし
歴史博物館・民俗資料館 なし
越前大野城 なし
笛資料館 ５・12・20・26・27日
和泉郷土資料館 ５・12・20・26・27日
武家屋敷旧内山家 なし
武家屋敷旧田村家
文化会館 ５・12・26日
COCONOアートプレイス ５・12・20・26・27日
B&G海洋センター ５・12・19・20・24・26日
エキサイト広場 ７・14・20・21・28日
あっ宝んど 13日
うらら館 ５・12・20・26日
結とぴあ（有終会館） なし

３

10

17

24家庭の日

白露

青少年育成の日

敬老の日
食育の日

４

11

18

25

防災の日

５

12

19

26

６

13

20

27

１

８

15

22

29

市民カレンダー市民カレンダー９月

７

14

21

28

人権相談・行政相談 １・15日 後１：30～３：30

結とぴあ
☎64・4820
（総務課）無料登記相談 14日 後１：30～４

法律相談 ８・22日 後１〜４ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】
各種相談日各種相談日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 １・14日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333
（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（おひさま広場） 15日 前10～11：30 大野市地域子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ７・21日 後２〜４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ６・20日 前９〜11

女性相談 １・５・８・15・22・29日 前９～後５

補聴器相談 20日 前10～正午
結とぴあ ☎64・5142

（福祉課）ストレス相談 ８日 後２～４

要予約

要予約

要予約

長 月長 月
ながつきながつき

木

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
絵本の部屋
　前10～正午　図書館

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

水

３歳児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー　前９～正午
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーンいきいきOH!
脳音読会
　前10：30～11：30　図書館
健康栄養相談　前11～正午
　保健センター（結とぴあ内）

●市議会本会議（予定）

元気づくり体操クラブ
　前10～11
　下庄公民館

１歳半児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

月

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
●市議会本会議（予定）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
●市議会本会議（予定）

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●ごみの祝日受け入れ

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
●市議会本会議（予定）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）☎64・4810
　前９～正午

七間朝市～みんな感謝の日曜日～
　前６～11
　問　朝市出荷組合
　（☎69・9520）
　※平日の午前中のみ

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
普通救命講習会（要予約）
　前９～正午
　消防署　☎64・4898
●ごみの第４日曜日受け入れ
●�マイナンバーカード申請特

設窓口　前９～後４

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替を
　ご利用ください

国民健康保険税　第３期分

◆納期限  ９月30日（金）

健康増進普及月間
がん征圧月間
高齢者交通安全推進月間
動物愛護週間（20日～26日）
結核予防週間（24日～30日）
環境衛生週間（24日～10月１日）

■
■
■
■
■
■

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。
※マイナンバーカードの交付窓口（要予約）は午後７時まで

今月は介護保険料（普通徴収）・
後期高齢者医療保険料（普通徴収）の納付月です！

・介護保険料（普通徴収）　第２期
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第３期

◆納期限　９月30日（金）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない方が対象です。市発
行の納付書で、金融機関などで個別に納めてください

各種検診日各種検診日
問い合わせ先：予約専用ダイヤル

（☎64・5679　午前９時〜午後５時）

実施日 時  間 会　場
７日 前８：30～10：30 文化会館
15日 前８：30～10：30 結とぴあ
21日 前８：30～10：30 結とぴあ
23日 前８：30～10：30 結とぴあ

実施日 時  間 会　場
７日 前８：30～10：30、後１：15～２：15 文化会館
15日 前８：30～10：30 結とぴあ
21日 前８：30～10：30、後１：15～２：15 結とぴあ
23日 前８：30～10：30 結とぴあ

【大腸がん検診】　

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

実施日 時  間 会　場
７日 後１：15～２：15 文化会館

15日 前８：30～10：30
※子宮頸がん検診はありません 結とぴあ

21日 後１：15～２：15 結とぴあ
23日 前８：30～10：30 結とぴあ
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